
34 www.irs-az.com

アゼルバイジャンに属し
た偉大な芸術作品が、科学文
献では殆どの場合にはイスラ
ム、あるいはペルシアのもの
として認識されてきている。
アゼルバイジャン芸術史はた
だ民族社会的な見解からだけ
でなく、他の文化への影響力
及び独自性、そして発展レベ
ルの見解から別個に研究する

価値がある。ここ数年にアゼ
ルバイジャン人の研究者がこ
の方向に向けて幾つかの研究
を行ったにせよ、残念柄も、
それらの結果を国際的なレベ
ルまで達するのにまで成功で
きずである。

中世期の文学、芸術、音
楽、絨毯製造、そして他の芸
術部門でのアゼルバイジャン
文化の業績が世界的な役割を
果たしていた。それらと並び
に、中世期アゼルバイジャン
の建築者は、世界の都市建設
や建築術には重要な貢献をし
た。

中世期のアゼルバイジャン
の都市建設の発展の絶頂時が

イリハニド朝の統治時代とな
る。その時代にいくつかの都
市（マラガ、タブリーズ、サ
ルマス、ウチャン、バクー、
デルベンド）の復旧及び拡張
が行われ、また新しい町（グ
トゥルッグ・バリグ、マフム
ダバド、スルタナバド、スル
タニイェ）も作られる。タブ
リーズが迅速に拡張・発展す
るとともに近東の中心地にな
っていく。1403年にスペイン
使者のクラヴィホ史がタブー
理図に20万世帯（約100万人）
が居住していると指摘してい
る。当時、タブリーズはヨー
ロッパとアジアを結び付ける
貿易センターであった。14世

アゼルバイジャンは、イスラム東洋では比較的に小
さい面積を占めている。アゼルバイジャンの様々な
歴史時代を通して様々の帝国の中に入っていたとい
う事実は、アゼルバイジャンの文化や芸術の分野で
の業績をめぐる研究活動を行うのに妨害した。

アゼルバイジャン
の中世期の建築術
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紀にタブリーズを訪れていた
ヨーロッパの旅行者は、「そ
こは世界一豊かで大きい都市
である」と述べる。その一人
は、オドルトコ・ポルデオネ
氏が「キリスト教徒がその都
市からのハン収入がフランス
王様の全国から得る収入より
大きい」と記している。

ガザン・ハンが行った都
市建設事業の結果として、タ
ブリーズが巨大な首都なりの

全ての機能を得る本格的な市
に変わった。その時代に、６
つ大事な要塞の各ゲートの前
に貿易地ができた。それらは
互いとも、中央市場とも結ん
でいた。イスラム圏における
タブリーズの著しい影響力が
ラシディヤ科学教育センター
建設に原因した。幾つかの行
政・貿易の機能を担ったガザ
ニス町がタブリーズの外の仲
間都市であった。

イリハニド朝統治のタブリ
ーズは設計空間的な完成性、
そして機能的な決定の適合性
の観点からみれば、中世期の
都市建築のごく稀な一例であ
った。高い生産率、貨幣経済
の発展、改善された水供給シ
ステム、大規模な経済関係と
都市開発のためにタブリーズ
は、アラブ帝国の魅力的な都
市を追い越したのである。

都市の全領域内に大きな

ソルターニーイェのオルジェイトゥ廟、1305年－1313年



36 www.irs-az.com

建築混合物の効果的な分配が
タブリーズの空間構成に機能
的なバランスと順序さを与え
ていた。14世紀初頭にタブリ
ーズは多機能の構造計画を持
ち、その見解からみれば、現
代の単一中央的・多数中央的
な都市に等しかった。

イリハニド朝統治時代に得
た都市建設のタブリーズ経験
はその後隣国まで普及した。
トルコの研究者、H.Z.ウルケ
ン氏がその経験がエミル・テ
ィムル及びシャー・アッバス
の時代に「理想とプログラ
ム」を与えたのである、と指
摘した。

国際規模でのアゼルバイ
ジャン都市建設術の も重要
な貢献として町の中央広場が
挙げられる。タブリーズの機
能的な多種多様さが多機能の
中央広場の基盤となった。そ
の広場は、主要な社会イベン
トやビジネス、軍事パレード
や演習、豪華な祭りや宗教儀
式、公演、スポーツイベント
を行うのに適した。イリハニ

ド朝の時に起工されたサヒバ
バド（サヒブリアムル）の広
場が発展し、サファヴィー朝
の時代に都市の本格的な中心
地になってきた。広大な長方
形の広場を中心にタブリーズ
の行政・宗教・文化・貿易の
センターがあった。その後、
サファヴィー朝の統治者らが
この都市建設システムを将来
の首都、カズビンとイスファ
ハンでも生かした。イスファ
ハン市のメイダン・シャー広
場だけがありのままに今日に
至った。

アゼルバイジャンの建築者
は近東建築類型の発展に偉大
な功績を残した。それは、ア
リシャーのモスク、タブリー
ズの青モスクのような宗教的
な建造物に影響を及ぼした。
リハニド朝の時代にアゼルバ
イジャンでは針型の覆われ
た天井が大きい祈拝堂のモス
ク類が形成される。中でもハ
ジ・アリシャー・タブリージ
が1311-1324年に建設したアリ
シャー・モスクが典型的な例

であろう。祈拝堂の総面積が
約2000平方メートル、直径30
メートルの天井で覆われてい
た。本建設物の安定度が厚さ
10,4メートルからなる横の壁
によって保障されていた。角
形のミナレットがある素晴ら
しいアイバンを主なファサー
ドに変えるのが建築的な新技
術であった。アリシャー・モ
スクはイスラム界の 大な宗
教的建設物の一つであった。
ティムリド朝が中央アジア、
アフガニスタン、イランで建
設アイバン類のモスクの原型
となり、その影響がエジプト
までさえ広がったのである。
現在、その小さな部分である
「アルク・カラス」（アルク
要塞）がタブリーズの象徴と
なってきた。

アリシャー・モスクと違っ
て、ハジ・アリ・クチャチ建
築者が1465年に作ったタブリ
ーズの青モスクが中央円天井
構成であった。直径16,5メー
トルの大きなクーポルに覆わ
れた中央正方形の祈拝堂が三

フマーユーン廟、1565年、デリー、インド

建築
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つの方向から廊下に囲まれて
いた。4つ目の方向（南）に
小さいホールがある。技術建
設的・機能的な見解からすれ
ば、このような構成は青モス
クに完璧感を与える。モスク
の空間的な容積の決定も、ダ
イナミックであった。大中央
クーポルを囲む小さな天井、
大事なファサードの隅に建て
られた2本の魅力的なミナレ
ットもこのモスクの表現力と
華麗さを強調していた。

アゼルバイジャンでのセリ
ジュク朝のモスクの変化の結
果として、青モスクが世界建
築遺産の中で大切な役割を果
たしている。このモスクは、
他の幾つかのモスクの建設に
あたって原型となった。例を
挙げてみると、ムガル朝がイ
ンドで建てたジュミャ・モス
ク、イラクでのシーア派のモ
スク・御陵、そしてイランや
テュルケスタンでの何軒のモ
スクもタブリーズの青モスク
の影響を受けたという。	

タブリーズに於けるアーク要塞

シャーヒ・ジンダ、カズィ・ザデ・ルミ陵、15世紀、サマルカンド
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ある人に関する記念が永
遠に残るために建設される塔
の陵が世界建築術の中でとて
もいい例であり、セリジュク
朝時代の建築的な現象となっ
た。このような御陵は主にオ
グズ・テュルク族が居住して
いたところ（アナドル、アゼ
ルバイジャン、ホラサン）で
見あたる。御陵の2層の上部が
円筒、立方体、プリズムの形
で作られ、2層のクーポルで覆
われていた。アゼルバイジャ
ンの建築者は、陵の各3種類の
建設にあたり、高いレベルに
達した。

ナヒチェバンでのモミネ・
ハトゥン御陵（アジェミ建築
者が1186年に建てた）がプリ
ズム型体の塔の陵の 良例で
あると言える。ナヒチェバン
の立派なところで建てられた
この御陵は、まず大きいサイ

ズ（高さ35メートル）および
複雑な設計で目立つ。0面体の
モミネ・ハトゥンの陵塔が完
璧な支柱とテクトニックな構
造のシステムを持っている。
御陵の棟が完全に柄や題銘的
な模様で彫刻された。アジェ
ミ・ナヒチェバニ氏がプリズ
ム型体の陵塔の発展に大きな
役割を果たしたように、アフ
メド・アリ・ハフィズ・ナヒ
チェバニ建築者が円筒型のク
ーポルの陵塔の発展において
重要な人物である。円筒型の
クーポルの陵塔に も明らか
な例として、カラバフラル村
でアフメド・ナヒチェバニ氏
が建てたクディ・ハトゥン陵
であろう。

また、ナヒチェバンの建築
者らが建てた伝統的な型の陵
塔の貴重な建設物の一つとし
て、ジュリュファ内（ナヒチ

ェバン）にあるギュリスタン
御陵でもある。その特徴は、
表面に出された塚穴で、2層型
の塔である。この様な類型が
小アジア、現在トルコで広く
普及されている。ギュリスタ
ン陵が正方形の基礎から十二
面体に変転し、その形、模様
の魅力的さ、スタイルの完成
性によってアナトリアのモス
クを越える。

塔のある御陵は主にピラミ
ッド型か円錐型のクーポルで
覆われていた。円錐型のクー
ポルのある陵がアゼルバイジ
ャンで特別な発展の道を歩ん
できている。中でも、 も壮
大で有名なのはガザン・ハン
とオルジャイトゥ・ハンの陵
である。シャンブ・ガザン慈
善複合体の主な建物であるガ
ザン・ハン陵（アリシャー・
タブリージ建築者、1297年）

シェイフ・ジャナイド陵、16世紀、グサール
建築
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は、現在のところは完全に壊
れている。しかしながら、遺
された史料をみたら、その建
築構造を想像できるだろう。
その偉大な構造はギュグガン
でのグンバディ・キャブクと
比較できる。壮大で完璧な建
築構造があるガザン・ハン陵
がアゼルバイジャンのみなら
ず、ティムリド朝の陵建築ス
タイルにも影響を与えたので
ある。

オルジャイトゥ・ハンの御
陵（アリシャー・タブリージ
建築者、1305-1309）がガザ
ン・ハンの御陵の建築的な原
則で作られたもっとも見事な
建物である。イリハニド朝の
新しい都―スルタニイエで建
設された陵が第一にその大き
なサイズで目立つ。クーポル
の内直径が24,5メートルであ
り、高さが52メートルであっ
た。オルジャイトゥ・ハンの
御陵の空間容積構造もとても
素晴らしかった。八角形のプ
リズム型体で作られた大きな
尖鋭クーポルの周囲の洗練さ
れたミナレットはその唯一さ
を強調している。多数のミナ
レットがある建設構造がイス
ラム圏の建築で新しい考え方
であった。

また、技術的な面に於いて
はオルジャイトゥ・ハンの御
陵は世界建築遺産の類をみな
い建物であった。フランスの
研究O.シュアジ（19世紀）を
はじめ、世界建築術遺産に関
する研究の著者らがオルジャ
イトゥ・ハン陵の建築様式の
構成に言及していた。建築デ
コールの見解からみれば、オ
ルジャイトゥ・ハン陵が当時
の「百科事典」であった。ク
ラシックな建築物を作ると同

様にアリシャー・タブリージ
氏が和の原則、深い理解と繊
細なリズムに従っていた。

オルジャイトゥ・ハンの
御陵が世界建築術にどうよう
に影響したかというと、テュ
ルケスタンでのティムリド朝
のも、インドでのムガル朝の
も、アフガニスタンでのアフ
メド・シャー・ドゥラニ（カ
ンダガル、18世紀）の御陵も
例として取り上げられる。イ
リハニド朝時代のアゼルバイ
ジャン建築術の世界的なレベ

ルの も主要な指標は、ア
リシャー・タブリージ氏がト
ルコでのサリミヤ・モスク（
コジャ・シナン、1569-1575
）の建設及びフィレンツェで
のサンタ・マリアデリャ・フ
ィオレ教会（F.ブルネレス
キ、1418-1419）へ影響をもた
らしたのが明らかである。

サファヴィー朝の神政国
は、建築記念碑の発展に も
影響を与えた国であった。サ
ファヴィー朝の統治者らはシ
ーア派のイマームや祖先や著

ナヒチェバンに於けるギュリスタン陵、13世紀
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名な宗教家の墓の上に陵を建
てていた。それらの空間的な
構想に於いて も重要な点な
のは、それらを収益性の高参
拝地域に変えさせる考え方だ
った。セリジュク朝のダイナ
ミックな塔陵の形に関して
は、英雄的精神が感じられる
一方で、サファヴィー朝の空
間容積構造に関しては隠遁性
及びスーフィ教が主要な特徴
であった。サファヴィー朝の
記念碑の設計の基礎にはダイ
ナミックな「八」が含まれて
いた。4つの横線と4つの縦線
が交差することで９つの正方
形（一つの中央のと8つ側の正
方形）ができていた。象徴的
にこのようなスキームがサフ
ァヴィー朝の陵の類型は天国
の園の形を連想していた。サ
ファヴィー朝の陵の形のコン
セプチュアリズム、意義深い
象徴、特別な建築魅力的さ、
完全で効果的な技術的な構造
がアゼルバイジャン国外に影

響を普及するようなったこ
とに原因した。それは、とり
わけ、シーア派が主要な国々
で感じられていた。このよう
な陵の類型は基本的にイラン
とイラクで一般的である。し
かし、サファヴィー朝の陵の
建築術スタイルがインドでの
ムガル朝の建設物に於いて絶
頂時に至ったのである。タブ
リーズの建設流の教え子であ
るアガ・ミルザ・ギヤスがフ
マユン陵を建設するにあたっ
てサファヴィー朝型を引き続
けた。その後、その陵はター
ジ・マハルの原型となったの
である。

シーア派のイマームの陵の
クーポルを金で覆うという考
え方のは、サファヴィー朝の
シャー、タフマシブ1世の考え
方である。クーポルを太陽と
連想させるのがその考え方の
重要なポイントである。金ク
ーポルとクズルバシュのター
バン（サファヴィーの帽子）

の間には意義と形態の統一性
がある。現在、金クーポルが
イランとイラクの領域で残っ
ている。

イリハニド朝の時代は、
また宮殿の建築発展と記念さ
れている。首都や統治者らが
休息するところに於いてたく
さんの宮殿複合体が建てられ
た。その中でシーズでのアバ
ガ・ハンやシャンブ宮殿・ガ
ザンでのアディリヤ宮殿が有
名である。それらは、対称構
造を持っており、中央にクー
ポル型の接待室があり、それ
に横方向の空間がついてい
た。ホールの対照的な線に於
いて統治者のために寝床が置
かれていた。入口は、ベラン
ダのように構想され、大きな
プールへ出ていた。その後、
このような宮殿はもっも発展
し、タブリーズで中央クーポ
ル型室や角形の部屋のある宮
殿総体に変わった。ヘシト・
ベヒシトという有名な宮殿総

モミネ・ハトゥン陵、
12世紀

建築
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体がまさにこのようにでき
た。中央アジアのに於けるテ
ィムリド朝の宮殿や、イラク
でのサファヴィー朝の宮殿（
ヘシト・ベヒシト宮殿、イス
ファガン市、16世紀）や、チ
ニリ・コシク宮殿（イスタン
ブール、15世紀）の設計基礎
にはアバガ・ハン宮殿の建築
原則が入っていた。このよう
な建築モデルの普及の主な理
由として、機能的に便利で魅
力的な空間設計決定、また国
際文化関係の迅速な発展が考
えられる。

現在に至って保存されて
きたアゼルバイジャンの宮殿
総体として、どの見解からみ
てもシルバンシャー宮殿が優
位性を持っている。その宮殿
の主要な部分が15世紀―シル
バンシャー朝の 盛期に建設
された。その宮殿総体は、シ
ルバン建設流ばかりか、アゼ
ルバイジャンの石の建築の
良の例である。シルバンシャ
ー宮殿は、都市のもっと高
いところにて建てられた。そ
の建設物は、まず複雑な地形
に位置し、機能・構想に応じ
る適当な見本である。総体の
建物は、宮殿アンサンブルで
あり、様々な機能を果たして
いるにもかかわらず、それほ
ど大きいものではない。しか
し、それと同時に、それぞれ
の建物は―宮殿、モスク、ハ
マム、陵―研削術の何世紀も
の典型的で、洗練された例で
ある。それらは互いにでも地
形とでもよく調和している。

シルバンシャー宮殿への影
響力の地域を定めるのが困難
である。が、次のポイントを
強調しておきたい。１９、２
０世紀の接合点において、バ

クーは、石油が豊富であるこ
とで全世界を驚かし、フラン
ス人のアンリ・アティイェ氏
がシルバンシャー宮殿を見た
時に、「なぜ石油油田の噂が
この歴史的な建物の噂より勝
るのだろうか」と述べたとい
う。シルバンシャー宮殿のア
ンサンブルが実に専門家にと
っての芸術の著しい経験とな
っている。

.フラク・ハンの統治時代
の も荘重な建築物は、天才
天文学者のナスィールッディ
ーン・トゥースィー氏の指導

の下で1259年に構築されたマ
ラガ市での天文台であろう。
中世期の 大な天文台総体は
マラガ市の高地にある。それ
は、大きな面積(347х137メー
トル.)を占めている。総体と
なる建物は「ギュンバッド」
（クーポル）を中心にできて

いる。マラガ天文台は、ただ
トゥースィー氏の指導の下で
の研究のみならず、専門的な
建築基準法でも非常に有名に
なった。14、15世紀の著名な
数学者、天文学者であるキヤ
サッディン・カシ氏がその父
親宛の手紙でサマルケンドで
のウルクベク天文台がマラガ
天文台に基づいて建設された
と書いている。

アゼルバイジャンの建築
物は、その技術上の課題の専
門的で高いレベルの解決法策
でも研究者の注目を集めてい
る。

近東建築術の多くの研究者
は、アゼルバイジャンが本地
域の主要な被覆型である二層
のクーポル型の出現地である
と指摘している。

アゼルバイジャンの工手
が様々な時代に於いて建築デ
コールの流行を与えていた。
また、それは、イスラム建築
の主要な部門となった記念碑
書画にも関係させられるだろ
う。アゼルバイジャンの建築
者の腕前明らかにするもう一
つの事実として、彼らは中世
期において色々な国での建設
事業に積極的に関わっていた
ことが挙げられる。その地理
は、ベルケ（タタルスタン）
からカイロまで、デリーから
サラエヴォまで広がる。近東
の主な中心地でありつつ、ア
ゼルバイジャンは中世に於い
てイスラム界の建築発展に重
要な役割を果たした。

グディ・ハトゥン陵、14世紀、
ナヒチェバン




